
NO4 1

町内木造物調査

場 所1 蘇陽町大字元柏大野原

社 名 等2 八幡宮

種別、祭神及び仏像名3 菅原道真公外1体

創建年代4

形 状5 座像

（1）全 高

（2）台座～光背

（3）足もと～頭長

（4）ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

厚

巾

巾

巾

巾

一
回
同

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

旬

○

庁

Ｉ

列

４

Ｑ

Ｕ

ィ

上

隣、

古
向 ｍ

ｍ

Ｃ

Ｃ声
『蔭可

15cm

13cm

吉
向

吉
向

可優 ⑤

創建及び例祭については定かでない。

その他慈光山正宝寺観音堂に合祀されている

石仏、 40番41番が祀られてある。
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NQ42

町内木造物調査

蘇陽町大字柏戈原所1 ．場

観音堂社 名 等2

不動明王外4体種別、祭神及び仏像名3

創建年代4

立像状形5

厚

巾

巾

巾

巾

、

、

ｍ

、

ｍ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

向

乙

Ｑ

》

１

入

ｎ

ｏ

旬

。

高（1） 全 高

（2） 台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

73cIn

Cm

51cm

14cm

10cIn

高

白＝
同

一
．
同

高

侭 ⑧ 可

創建及び例祭その他由来等については定かでない。

＝…紐一

唖
理
、
“
Ｉ
必
加
■
■

~－，－－…ー…」
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Nok43

町内木造物調査

1 ．場 所 蘇|場町大字ご~~瀬本丸尾野

2．社 名 等 地蔵菩薩堂

地蔵菩薩像外2体3，種別、祭神及び仏像名

4．創進年代

状 座像5．形

厚

巾

巾

巾

巾

（1） 全 高

（2） 台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持もの

現在の状況

その他参考事項

■ 一

FJ

I芦］ 40cm

C、

90cm

C、

55cm

a --

r0

I面］

高 C、

高 ｍ

ｍ

ｃ

Ｃ

Ｏ

５

０

２

２

４

12cm

25
15cm

ﾛ－－－

t＝］

1両］

可優 ⑧

創建明らかでないが境内に在る供養塔に天保

12年（1841）と銘されていることか

ら、それ以前に創建されたものであろう。

祭礼例年12月15日、供養がなされる。
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NQ44

町内木造物調査

場 蘇陽町大字二瀬本坂之上所1

社 名 箸 八幡宮2

種別、祭神及び仏像名 八I幡大神外菩薩像3

創建年代 不 Iﾘ14

形 状 座像5

１
１
１
１

１

２

３

４

１
１
１
１

全
一

睡2

1戸］

一一

厘ｺ

｢己1 厚

巾

巾

巾

43cm

C、

29cm

cm

CIn台座～光背

足もと～頭長

ひざ張り

-吉
『己］

吉
向 １

１

１

Ⅲ

ｍ

ｌＣ

ｃ

ｃ

８

５

４

０

一
巨
向 C1n

１

２

３
15
1 7cm(5) ムに】 座

吉
向 巾

（6）侍 も の

現在の状況

その他参考事項

優 ⑬ 可

創建祭礼等については定かでない。
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NQ45

町内木造物調査

1．場 蘇陽町大字二瀬本丸尾野1303番地丸尾野所

2。社 名 等 熊野座神社

3．種別、祭神及び仏像名 熊野座速玉尊

4．創建年代

5．形 座像状

（1）全 高

（2） 台座～光背

（3） 足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

高 厚

巾

巾

巾

巾

C、 HIU

高 CⅡI

C、

Cm

Cm
告一

『可

’

一
口
向 画、 〔〕I、

高 C、 c、

１

１

優 良 可

創建不明であるが、社殿および殿内の調度品

祭礼昔は|日10月10日（現在は新11月

尋を発見し、脊中に背負って二獺本丸尾野に

奉祠したと云われている。

由来古老の言によれば、山津波か何かの地変

により御身体が流失したが、高千穂の丸尾

野の住人、矢野宗左衛門が川流れの御神体

を発見し、脊中に背負って二瀬本丸尾野に

奉祠したと云われている。

不明であるが、社殿および殿内の調度品から相当古い創建であることが推察される。

昔は|日10月10日（現在は新11月
’

葱
画

一一

一
７
’
１

_=__－ 一--嚢
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NQ46

町内木造物調査

1 ．場 蘇陽町大字柏溜渕所

社 名 群 天満宮2

種別、祭神及び仏像名 菅原道真公外3体3

天保7年創建年代4

形 状 座像5

ﾆｰｰ◆一=

＄＝力

I可（1）全 高

（2）台座～光背

（3） 足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

天保7年（1836）

厚

巾

巾

巾

巾

35cIn

Cm

25cm

30cm

10cm

C、

高 Cn1

吉
i言］ ｎ

ｍ

ｍ

ｃ

Ｃ

ｃ

Ｏ

０

２

３

高

言△
I可

優 ⑧ 可

創建天保7年（1836）、9月28日

例祭例年9月28日不動様の祭りと合せて組

内の者相集りお祭りをする。

由来不動明王、渭正公が安置され境内に足手

荒神も祀られている。宝筐印塔石塔があり

数百年を経た樺の巨木が歴史を偲ばせる。
霧I

E

I
0

、

１
１
１ 割

鯉
－67－



No.47

町内木造物調査

1 ．場 蘇|場町大字柏字溜渕所

2．社 名 等 観二r二堂『刃

3．種別、祭神及び仏像名 馬頭観音

4．創建年代 天保12年

5．形 座像状

28cnl

Cm

Cm

24cm

25cm

厚

巾

巾

巾

巾

一一

コ

1句 35cm

Cm

30cm

24cI11

25cIn

（1）全 高

（2）台座～光背

（3）足もと～頭長

(4) ~ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

天保12年6月吉日

画一

r=コ

向

高

吉
IE可

-吉
I罰

③ 可優

創建

例祭例祭9月28日不動様の祭りと合せて公民館

に村中集まり供養を行う。

その他由来については定かでない。

IhJ2ﾆﾆﾆ詮 詞吾蛍一一

－68－
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NQ48

町内木造物調査

所 蘇陽町大字柏溜渕場1

社 名 等 薬師堂2

種別、祭神及び仏像名 薬師如来像外3

創建年代4

状 座像
／
／
／

冊
5

高 厚

巾

巾

巾

巾

（1） 全 高

（2） 台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5） 台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

56cm

C、

30cm

20cm

13cm

ｍ

、

、

、

ｍ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

５

５

２

３

吉
向
一
口
向
吉
同
一
回
向

優 ⑧ 可

創建明らかでない。

例祭3月21日と7月21日に座前の家がに

ぎり飯と煮メの接待をする｡ 9月28日に

は、不動様の祭りと合せて行なう。

その他由来等については定かでない。
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●

Ｂ

■

Ｄ

ロ

日

Ⅱ

８

■

ｆ

Ｌ

０

Ⅱ

■

Ｂ

■

Ⅱ

０

■

０

日

■

■

８

■

Ⅱ

Ⅱ

９

１

４

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

■

■

■

■

且

Ｄ

Ｂ

ｒ

ｌ

０

■

皿

９

口

■

ｌ

凸

■

■

■

Ｕ

ｐ

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｗ

Ｐ

ｌ

ｒ

０

１

－

１

１

１

■

ぃ

Ｉ

ｂ

ｒ

Ｉ

ｌ

ｕ

ｒ

ｂ

■

■

■

■

No.49

町内木造物調査

蘇陽町大字橘椎屋1 ．場 所

慈眼山釈迦堂2．社 名 等

薬師如来像外5体3．種別、祭神及び仏像名

寛政8年（1797）4．創建年代

立像5．形 状

~１
１

厚

巾

巾

巾

巾

35cm

Cm

CIn

12cm

25cm

局 100cn)

Cm

58cm

10cIn

20cIn

（1） 全 高

（2） 台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

創建寛政8年（1797）

例祭不明

その他此処には以前に寺があ

局

吉
向

高

言
｢石1

錫杖

優 圓 可

里

たと伝えられ、字つ

ここにあった阿弥陀如来像は八木の円龍

山永寿寺に移されている。境内に数百年

以上経たタブの木がある。
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NQ50

内木造物調査町

1 ．場 所 蘇|場町大字橘椛山

2．社 名 等 椛山阿蘇神社

3．種別、祭神及び仏像名 阿彌陀如来像外18体

4．創建年代

5．形 状 座像

全
吉
向

邑 一

’二コ

1画］１

Ｊ

１

１

１

２

３

４

１

１

１

１

厚

巾

巾

ｍ

Ⅲ

ｍ

Ｃ

ｃ

ｃ

２

５

２

８

５

５

、

、

ｍ

ｍ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

３

０

３

３

１

３

台座～光背

足もと～頭長

ひざ張り

▲ _

［ユ

I可

古
向

高 巾C、

7

6cnl

1 1

ｍＣ

４
８
０

１

３

(5) 台 座 古
i可 巾

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

優 ⑧ 可

創建定かでないが社に享緑4年（1531）

藤原治秀銘の鰐口が有る。

その他境内に樺イチョウの巨木があることか

ら、由緒ある社であったことが推測され

る。
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Ｉ
凹
刷
Ⅱ
剛
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
い
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Ⅲ
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Ⅱ
Ⅲ
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§
・
Ｊ
Ｒ
削
川
Ⅲ
Ⅱ
Ⅵ
Ⅱ

No.5 1

町内木造物調査

所1 ．場 蘇陽町大字橘下ILI

‐
2．社 名 等 不動堂

種別、祭神及び仏像名 不動明王外2体3

文化13年創建年代4

状形 立像5

厚

巾

巾

巾

１
１
１
１

１

２

３

４

１

１

１

１

全
吉
『百J

｡一一

‐

IEjl 24cm87cm

C、

48cm

13cIn

台座～光背

足もと～頭長

ひざ張り

吉
向 c、

吉
向 C、

10cm音

向

吉

向
ｎｌＣ

Ｏ
２
２
５

１
２
２
２

ｍｃ

９
４
４
５５

巾(5) 台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

優 ⑧ 可

創建文化13年（1817）細j| |越中代長狩野某とあ

る。

例祭 3月21日～9月21日の春秋2回組内集まりて祭礼

を行っている。

その他薬師堂に合祀されている。
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NO52

町内木造物調査

場 所 蘇陽町大字橘下山1

社 名 等 薬師堂2

種別、祭神及び仏像名3 薬師如来像外12体

文化13年創建年代4

5 形 状 立像

（1） 全 高

（2） 台座～光背

（3） 足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5） 台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

文化13年（1817）

tヨー
I声］ 厚

巾

巾

巾

巾

130cm

94cm

C、

20cm

24cm

32cm

音
向 Cm

Cm

23cm

古
i匂

一
画
向

高 C、

優 ⑧ 可

創建

例祭

その他

春秋の彼岸の中日に村内集まりて供養をする。

母親の乳の出がなかったり、少ない人達が甘粥を供

えると乳の出が良くなるとの言い伝へがあり、昔はそ

のため参拝の人達が多かったという。

－73－
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No.53

町内木造物調査

蘇陽町大字長谷倉木山1 ．場 所

2．社 名 等 公民館（大師堂）

弘法大師像外8体3．種別、祭神及び仏像名

4．創建年代

5．形 状 座像

厚

巾

巾

巾

巾

（1）全 高

（2） 台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

薬師如来、弘法大師、その薬師如来、弘法大師、その

｢笥 22cm

22cm

10cm

Cm

15cm

47cIn

50cIn

23cm

C、

3cm

吉
向

一
画
向

古一
同

吉
向

優 良 可

他天満宮が合祀さ

れているが、創建蕊例祭については明らかでな
一
ぷ
１
－
窪

澱
いo

悩

舞胃塗

堂_二 一
~~

少
ふ
え
弔
乎
岨
吏

蕊
－74－
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NQ54

町内木造物調査

蘇陽町大字倉木山所場1

ｈ

１

１

社 名 等 清正公2

種別、祭神及び仏像名 清祇公像3

P

P

創建年代4

状 座像形
F

D

厚

巾

30cm（1） 全 高

（2）台座～光背

（3） 足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

吉
向 45cm

Cm

Cm

高 CIn

巾高 cIn

巾

巾

高 C、C、

高 C、C、

ト

良 可優

ｌ

ｒ

。

Ⅱ

■

■

Ⅱ

Ⅱ

■

Ｉ

ｌ

ｌ

ｒ

Ｉ

ｌ

Ｉ

■

■

。

■

Ⅱ

。

’

公民館内に奉祀されている。

創建等については定かでない。

~
~
岫
旧
旧
旧
岬
乢
旧
旧
旧
旧
Ｆ
旧
限
Ｉ
、
■
■
▲
■
９
４
１
０
１
Ⅲ
Ｌ
Ｊ
ｗ
ｌ
Ｂ
函
叩
ｑ
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｊ
出
巾

Ｈ

■

β

釦

６

Ｍ

仏

旧

・

風

■

ｐ

Ⅱ

ワ

由

ご

Ｐ

ｂ

Ⅱ

９

■

勺

Ⅱ

ｉ
１
１
‐
‐
１
１
’
陸
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口NO55

町内木造物調査

|,

lI
k

I1
｢l

I
I
n

l
I
i

i

l
l
4

1

~

１

１

所 蘇陽町大字玉目玉目1．場

2．社 名 等 釈迦堂

3．種別、祭神及び仏像名 釈迦如来像外3体

4．創建年代

I

』

座像状5．形

（1）全 高

（2）台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

天文年間（1543頃）討天文年間（1543頃）討

筐ｫ~
I芦］ 厚

巾

巾

巾

巾

、

、

ｍ

、

ｍ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

４

４

２

５

６

６

３

２

、0．

ｉ
~
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
川
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

高 cIn

Cm高
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I盲］ 40cIn
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優 ⑧ 可

死にしたと伝えら

れる玉目丹後の守の墓所の近くに釈迦如来像外

3体の仏像が合祀されている。

－76－

、.ロ ー皇,蒔苧J_,遡
一



.－－- ~▲一－
一一一＄一一＝一面b』手画一.－一一一二一一一■

ー

NQ56

町内木造物調査

蘇陽町大字長谷稲生1 ．場 所

如来堂椎’ 名 等2

阿彌陀如来像外6体3 種別、 祭神及び仏像名

創建4 年代

立像5 形 状

全 高

台座～光背

足もと～頭長

ひざ張り

台 座

持 も の

-苣、
1日］ 厚

巾

巾

巾

巾

１

１

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

１

１

１

１

１

１

40cm

50cnl

40cm

cIn

15cm

CIn

17cin

13cm

Cm

18cI11

吉
I可

一■一今

巨

向

尚

古
向

優 ⑧ 可現在の状況

その他参考事項

陀如来外、薬師如来、脇侍が合祀され、

裏書きに「奉彩色村中安全籾尾邑祈」

れているが年代不明（読みとれない)｡

阿弥

脇待の

と記さ
騨里
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町内木造物調査

1．場 所 蘇陽町大字長谷凹細

2．社 名 等 天満宮

3．種別、祭神及び仏像名 菅原道真公

4．創建年代 天保15年辰9月（1844）

状形
戸
○

（1）全 高 高

（2） 台座～光背 高

（3）足もと～頭長 高

（4） ひざ張り 高

（5）台 座 高

（6）持 も の

現在の状況 優

その他参考事項

創建天保15年（1844）辰9月作之とある。

その他鳥居に長濱神社と額に掲げてある。

優

厚

巾

C、 C、

C、

33cm

C、

巾 20cm

巾

巾

圃邪 、U、

C、 C、

⑧ 可
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町内木造物調査

蘇陽町大字長谷伊勢所1 ．場

天満宮社 名 等2

菅原道真公外2体種別、祭神及び仏像名3

創建年代4

座像状形5

厚

巾

巾

巾

巾

一言
向（1） 全 高

（2）台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項
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、

ｍ

、

ｍ
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１

－争■一

一

『百ｺ

-吉
向

吉
向

優 自 可

旅草の村はずれの道端に祀ってある。

現在約1m四方の石造りの部屋に安置してあ

るが、状況から考えると昔し此処にお堂が在っ

たものと推察される。
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NO59

町内木造物調査

蘇陽町大字長谷旅草所1．場

2．社 名 等 薬師堂

薬師如来像外3体3．種別、祭神及び仏像名

4．創建年代 享保年間

1

1

状 立像5．形 》

『

１

１

・

Ｉ

ｊ

ｌ

ｌ

厚

巾

巾

巾

巾

（1）全 高

（2） 台座～光背

（3）足もと～頭長

（4） ひざ張り

（5）台 座

（6）持 も の

現在の状況

その他参考事項

吉
1石］ 62cm c、

画一
『旨］ CIn

23cm

C、

8cm

C、

9cm

C、

20cm

貞一
I可1

-自一
｢石］

’ 高

⑧ 良 可

創建は定かでないが、寺内に奉納されている

石灯籠に享保14年（1729）同18年

（1 733）に栗屋左衛門真畠。安政7年

(1860)高尾野井上角助入道寄進と記され

ており、里人の信仰厚い堂である。

１
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NQ60

町内木造物調査

蘇陽町大字高辻前353番所1 ．場

如来堂2．社 名 等

M
11~~

3．種別、祭神及び仏像名 阿彌陀如来像
０
，
１
１
９
日
’
’
１
０
〆
‐
ｌ
‐
ｏ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｂ
口
。
１
，
Ｍ
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例

Ⅵ

，
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Ｌ
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Ｉ

ｊ
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■

ｑ

ｌ

Ⅱ

大永年間4．創建年代

立像状5．形

（1）全 高 同
音

65cn)

（2）台座～光背 高 86cm

（3）足もと～頭長 高 65cm

（4） ひざ張り 高 c、

（5）台 座 高 20cm

（6）持 も の

現在の状況 侭 ⑧

その他参考事項

天正年間東照山東光寺が焼失、後、文久年間に東照山東光

寺が再建され、阿弥陀如来を祀ったものと云われ、境内に

大永7年作の釈迦三尊の立像板碑がある。

厚

巾

巾

巾

巾
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